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B9 Kita もとから，奇数しかないから。 
B10 Asa それと同じだ。 
B11 Kita ねえ。 





B14 Kita 偶数はおれが考えるに 2 の倍数。それ
が偶数。 
B15 Naka あとさあ，2 で割り切れる数。 



















D13 T ここは，どういう説明になるの？ 
D14 Saka 黒が奇数の 2 で割り切れない分の 1
つ。ここまで(白)は 2 で割り切れるけ
ど，1 個余っちゃうじゃないですか。 
D15 T 奇数というの余るものなんだ。 
D16 Gou 2 で割ると・・・ 
D17 T これは何？ 
D18 Saka 奇数です。奇数＋奇数。 
D19 T それをどうするの？ 







○○  ●○○ → ○○ ● ○○ 
○○●  ○○   ○○ ● ○○ 
 
同じように，発言 D14「黒が奇数の 2 で割







Saka の説明を受けての Asa は，同じく碁
石を使って，次のように説明する。 
 



















○○  ●○○ → ○○● ○○ 



















 奇数     奇数 












B46 Yoshi なんで？ 
B47 Kita 普通にさ，2，偶数ってすればいいじ
ゃん。 
B48 Yoshi でも，自然数というのは 1 でも 2 で
も 3 でもだから。 
B49 Kita ｘを 1 にして，×1 だから，2 にし
て，×2 で 4，×4 で 8。だから，倍
数だよね。偶数というのは，倍数だ
よね。 






















 一番上のカードを表向きにすると，5 でした。5 な
ので，6 から 13 までカードをおいていきます。同じ
ように，次のカードを表向きにすると，9 でした。9
なので，10 から 13 までカードをおいていきます。も
う一度，同じように次のカードを表向きにすると，3









では，今，表にした 3 枚のカードの合計は 17 です。 













＋ ＋ ＝ １７ 





・3 枚とも A(1)の場合       
前半 13 枚＋13 枚＋13 枚＝39 枚 
後半 1＋1＋1＝3 枚 
39＋3＝42 枚 
・3 枚とも K(13)の場合 










B40 Fuku 補うからさ，なるんでしょ。 
B41 Saka 補う・・・ 
B42 Fuku 10 でも，後のカードが補っちゃうか
ら。 
B43 Saka 13 だから，出さなくていいでしょ。
13＋13＋13 で，39，そこに 39 枚出
したとして，で，42 枚。 





B45 Gou 出した枚数＋上の数字・・・ 
B46 Fuku 補う。1 でも，13 枚，13 枚，13 枚。
補うから，・・・ 
 






B67 Naba (10 が出たので，)11，12，13。(J が
出たので，)12，13。(4 が出たの
で，)5，6，7・・・13。 
B68 Fuku 28 だ。 
B69 Naba 1，2，3・・・28。これがスペードの
A。 
B70 Fuku オーケイ。それでこいつらが， 
B71 Naba 10 ， 9 ， 8 ， ・ ・ ・ 1 。 11 ， 10 ，
9・・・1。4，3，2，1。 
B72 Fuku なんか，残るんですね。 
B73 T これ，10 枚，残っているの？ 
B74 Saka もう 1 枚ずつ足していかなければだ
めだよ。 
B75 Ima そうだよ。もう 1 枚ずつ足していく
んだよ。 







□ ・・・ □  10  □ □ □ 
0        9    11 12 13 
□ ・・・ □   J  □ □ 
0       10    12 13 
□ ・・・ □  4  □ ・・・ □ 
0       3     5      13 
 










×3 と 42 枚を捉えている。Fuku の捉え方は，
関係的な対象といえる。集団の中で，Saka










118 Yoshi A，B，C は，1 から 13 の好きな数に
なる。それで，こっちでは，A が 13
だったら，13 から 13 ひいて，0 にな
るから，足すのがなくて，A が 10 だ
ったら，13 から 10 をひいて，3 にな
る。B では，B を 5 と例えて，13 か
ら 5 をひくと，8。C を 12 とする
127 
 
と，13 から 12 ひいて，1。 
119 Fuku 13。全部 13 になると，すごいです
ね。 
120 Naba これ，全部たすと 13 になる？ 
121 Fuku 39。こいつら(表の 3 枚)をたしてや
ればいいんだ。 
122 Saka おうおう。 
 























4.2.3. 第 13 時の概要とその分析 











(イ)川にそって，P 地点から何歩か歩いた地点を Q 地 
点として，そこに棒を立ててから，さらに何歩か
歩いた地点を R 地点としました。 
(ウ)R 地点から，川と直角になるような向きに，目印
の木と Q 地点の棒が一直線に重なるまで何歩か歩
いたところを S 地点としました。 
         (深川，2004，p.201) 
 授業の初め，生徒は，問題を読み取り，正
確に図を作成する。Yoshi と Asa は，図から








A68 Ｔ ここ，なんで，同じだと思ったの？ 











A56 Yoshi ここ(SR)が，川幅と合っているか。 
A57 Yoshi (SR を実測して)2.・・・ああ，残
念，3。 























A84 Yoshi ああ，そうか。 
A85 Ｔ この長さとこの長さ(PQ と QR)が等し
いということは言えるの？ 
A86 Yoshi はい。 
A87 Ｔ じゃあ，なんで等しいかだね。 
A88 Yoshi なんだっけなんだっけ。なんか，似
てる。三角形。なんだっけ。 






Yoshi は，Suzu の発言 A83「三角形として，
対称」によって，発言 A90「この三角形とこ
の三角形(△TPQ と△SRQ)が同じだったら，
ここ(TP と SR)も同じ」と，TP と SR を△TPQ
と△SRQ の辺とみている。Yoshi は，視覚的
な TP＝SR の対象から，合同な三角形の辺と
しての TP＝SR の対象へと変容させている。 
Yoshi は，初め，視覚的にみて，帰納的に
説明することの価値を得ていた。しかし，

























A103 Suzu ここ(TP，SR)か，・・・ 

























A112 Asa そういうわけですね。 












































































個人 X と個人 Y は，共に演繹と帰納の間にあ
る関係的な説明に価値を得て，関係的な対象
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